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第１研究棟 2 階大会議室 
  成田匡志先生は、がん抑制における細胞老化の役割の研究を

一貫して行われて来ました。これまでに老化細胞の核における
senescence-associated heterochromatic foci (SAHF)（１，２）や
ゴルジ体近傍の TOR-autophagy spatial coupling compartment 
(TASCC) （３）の発見など老化研究の発展に寄与されています。
さらに最近、Notch1 シグナルを介した隣接細胞による細胞老化の
形質変換（４）を見出されました。この度、ご講演を拝聴すべく
招聘致しましたので皆様のご参集をよろしくお願い致します。 
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